
   
 

 
 

 

  
      

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

さあ、11月！ 学校生活も折り返しです。 

学習や部活動、生徒会活動に、新たな目標を持って取

り組む季節となりました。 

11 月は、例年「やさしい古典」の紹介をしていま

す。夢を思い、人を愛する心は、昔も今も変わらず、にあ

るもの。やさしい現代語やマンガで、昔の人の気持ちに

ふれてみましょう！11 月は、新しい本も少しずつ入りま

す。ぜひ図書館をのぞいてみてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図書委員長   

令和６年 １１月号 

近衛中学校 図書館 

読書の秋 増刊号 

11 月 1 日は「古典の日」 
 

図書館だより 

「まんがで読む枕草子」    作者：清少納言    出版社：学研 

「春はあけぼの(春は、明け方がいちばんステキよね!?)」…有名なこの一文ではじまる『枕草子』を書いた清少納

言。彼女は、帝の妃の定子に仕えながら、感じた事柄、平安時代の貴族の暮らしの様子、考えを書きとめていきま

す。「随筆（ずいひつ）」「エッセイ」とも言いますね。 初めて「枕草子」を読む人でもすらすらと読めますよ。 

 源氏
げ ん じ

物語 （作者：紫式部） 

  『源氏物語』の見どころは、主人公の光源氏

のさまざまな形の恋愛を通して、当時の社会

や政治のようす、人生についての考え方を大

胆にえがき出したところです。多くの登場人物

はだれもが魅力的で、懸命に生きる姿は人

生の深さと難しさを教えてくれます。 

  

  

 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

雨月
う げ つ

物語
ものがたり

 

上田秋成が江戸時代に書いた

今でいう ９つの怪

異小説集です。思うようにはなら

ぬ人生のその果ては、もっと予想

のつかない悲劇や恐怖が待って

いて…。読みやすい短編集です。 

落窪
おちくぼ

物語
ものがたり

 

美しい落窪の姫は若くして母を亡

くし、継母に引き取られる。継母

は落窪の姫を嫌い、床の一段低

い部屋（これが「落窪」）に住まわ

せ、いじめる。貴公子の少将は姫

のもとへ通うようになるが…。 

原文だと、古い言葉で、だれがしゃべっ

ているのか、わからない！…と思わず

に、まずは、簡単なあらすじや人物、よ

く出てくる古語の意味など、わかってお

きましょう。現代語の長文よりは、 

案外、すら～と読めますよ！ 

日本の古典傑作
けっさく

３０選 

日本の古典文学の知られざる魅

力や、現代にも通じるような面白

いポイントをまとめ、マンガと現代

語のあらすじで解説。作品数は

30。有名な作品は、バッチリ！ 

素敵な手書き POPでの紹介です!! 

ありがとうございます!! 



★★3 年前期委員の皆さん、ありがとうございました！★★ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



                       ★実りの秋！健康に気を付けて楽しく過ごそう！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


